
授業科目(ナンバリング)	 専門演習Ａ	 (DA301) 担当教員	 中村	 龍文	

展開方法	 演習	 単位数	 1単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

社会福祉の様々な場面で対人業務を行う場合に、医療・医学の知識は必要不可欠なものと考えられる。専

門力、情報収集・分析能力、コミュニケーション力、協働・課題解決力および多様性理解力の獲得を目指

して、高齢者、障害者、その他様々な疾患やハンディキャップを持った人々に対して、個々人の抱える問

題解決のための思考・判断をする事が出来るようになるために、ゼミ生自身が主体となって、卒業研究に

向けてテーマを選び、関係した資料を収集し、それらをもとにまとめ、わかりやすくプレゼンテーション

ができるようになることを目標とする。さらに、論文執筆の基礎について学ぶ。。	

④	 ⑤	 ⑥	

⑦	 ⑪	 ⑫	

	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	

・社会福祉士にとって必要な問題点について討議できる。 
・福祉に関連した医療・医学の専門用語を説明できる。 
・論文の形式、構成について説明することができる。 

・自己の発表	

・課題レポート	

・グループ発表	

	 	 	 	5％	

5％	

5％	

情報収集、	

分析力	

・図書館で文献検索ができる。	

・収集した文献を読み内容を分析できる。	

・インターネットを活用した、資料の収集ができる。	

・自己の発表	 	 	 	 15％	

コミュニケーシ

ョン力	

・自分のテーマについて、論理的に発表することができる。	

・グループディスカッションに参加し、十分に討議できる。	

・自己の発表	

・グループ発表	

	 	 	 20％	

						20％	

協働・課題解決

力	

・福祉における医療・医学の視点から傷病者、障害者に対する支援を

考えることができる。 
	

・課題レポート	 	 	 	 20％	

多様性理解力	 ・社会福祉士にとって必要な問題点について討議できる。	 ・グループ発表	 	 	 	 10％	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

定期試験は行なわない。自分で決定した発表のテーマについて課題レポート(25%)を作成し、どれ位深く掘り下げて調

べているか、また自己の発表(40%)でのプレゼンテーションにおいてどれ位わかりやすくまとめているかが評価の基準

となる。また、グループディスカッション(35%)の内容についても評価したい。その都度フィードバックを行い確認す

る。	

授	 業	 の	 概	 要	

自分の興味のある、福祉、健康、医療、医学などの分野からあるテーマを決めて、文献検索、資料調査などを通してレ

ポートを作成する。授業は、発表を行なった後、全体のディスカッション形式で進めていく。また、卒業研究に向けて

の、論文執筆の基礎についても学ぶ。	

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分である。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：特に指定しない。	

参考書：特に指定しない。必要なものは適宜紹介する。	

指定図書：この 1冊できちんと書ける！論文・レポートの基本	 日本実業出版社	

授業外における学修及び学生に期待すること	

このゼミを通して、自分の頭で考え、行動できるようになって欲しい。最後まで休まず積極的に参加し、色々なこと

にチャレンジして、何かをつかんで欲しい。レポートの作成などで、図書館その他の施設を効果的に利用し、文献検

索法についても習熟して欲しい。また、広く社会にも目を向け、現在何が問題になっているのかをつかんで欲しい。

このためには、広く新聞やニュースなどに注意し、様々な現場で多くの皆さんから色々な意見を聞いて欲しい。	

	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション①	
自己紹介。ゼミの年間計画について。医学、医療、保健、	

健康などの発表テーマについての説明。	 	 	 	

予習：発表テーマについ

て検討する。	

2	 オリエンテーション②	 発表方法の確認と、テーマ、発表の順番を確認する。	
復習：発表テーマについ

て検討する。	

3	 テーマの発表①、討論	 テーマの発表（担当者）、グループディスカッション。	
発表準備、他の人のテー

マの予習。	

4	 テーマの発表②、討論	 テーマの発表（担当者）、グループディスカッション。	
発表準備、他の人のテー

マの予習。	

5	 テーマの発表③、討論	 テーマの発表（担当者）、グループディスカッション。	 発表準備、他の人の予習。	

6	 テーマの発表④、討論	 テーマの発表（担当者）、グループディスカッション。	
発表準備、他の人のテー

マの予習。	

7	 テーマの発表⑤、討論	 テーマの発表（担当者）、グループディスカッション。	
発表準備、他の人のテー

マの予習。	

8	 テーマの発表⑥、討論	 テーマの発表（担当者）、グループディスカッション。	
発表準備、他の人のテー

マの予習。	

9	 テーマの発表⑦、討論	 テーマの発表（担当者）、グループディスカッション。	
発表準備、他の人のテー

マの予習。	

10	 就職の対策	 キャリアセンターでの就職活動の具体的説明会。	
復習：就職活動を理解す

る。	

11	 図書館での説明会	 卒業研究に向けて、文献検索の説明と体験学習。	
復習：図書館利用を理解

する。	

12	 論文執筆の基礎①	 論文の大まかな形式を理解する。	 復習：論文の形式	

13	 論文執筆の基礎②	 論文のオリジナリティーについて学ぶ。	
復習：論文のオリジナリ

ティ	

14	 論文執筆の基礎③	 レポートと論文の違いについて学ぶ。	
復習：レポートと論文の

違い	

15	 全体のまとめ	 ゼミを振り返って、達成点、不十分な点の反省。	
復習：達成点、反省点の

確認	

	

	

	

	

	

	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	
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授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A(DA301) 担当教員	 坂本	 雅俊	

展開方法	 演習	 単位数	 １単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

	 授業における演習プログラムのテーマは「医療ソーシャルワークに関する知見」についてである。学生

は、社会福祉学の基盤としての「社会科学的認識能力」を身に付けることができる。特に、保健医療サー

ビスに関する社会福祉実践のセンスを身に付けるために学生の興味に合わせて学習素材を提供する。	

	

	 ②④⑥⑦	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 	 社会福祉に関する興味ある社会問題を理解し文章で説明できる。	
	 授業での意見

交換	
	 	 20％	

情報収集、	

分析力	
	 福祉に関する情報を収集する力を付けることができる。	

	 授業での意見

交換	
	 	 20％	

コミュニケーシ

ョン力	
	 ゼミ生同士で友好的人間関係を作る力をもつことができる。	

	 授業での意見

交換	
	 	 20％	

協働・課題解決

力	

	 仲間とともに社会問題について考え、協働して課題解決方法を討論

し、民主的に意見をまとめることができる。	

	 授業での意見

交換	
	 	 20％	

多様性理解力	 	 福祉の視点としての「多様性」の意味を知ることができる。	
	 授業での意見

交換	
	 	 20％	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

	 自分の意見を表現し、発表すること。その代表的な発表を振返りやフィードバックを通して学生間で共有する。授

業で行うワーキングに参加し、情報を収集する。人の意見を聴き、多様性を理解し、友人と共に与えられた課題を理

解する。そしてそれを言葉と文章で表現すること。これらを到達目標の能力ごとに評価する。	

授	 業	 の	 概	 要	

社会生活上のさまざまな生活問題や課題を毎回のテーマとして与えるので、これを軸として福祉への関心を高め、言

葉と文章で他者と意見交換を行う。その際、教師が適切に介入して学生の成長を促す。	

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は 45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：中島裕編著（2017）『保健医療サービス』ミネルヴァ書房	

参考書：なし	

指定図書：関家新助（2011）『社会福祉の哲学』中央法規	

授業外における学修及び学生に期待すること	

	 学生だからこそできる研修を積み上げていってほしい。そのことが将来にソーシャルワーカー職に就いたとき、必

要な「価値観」を磨くことになる。専門演習は就業生活設計の方向付けに活用して欲しい。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	 	 学生同士を知る。ゼミの運営方針を知る。	
学修についての前期の計

画を共有する。	

2	
社会福祉のレポートについ

て	

レポート作成のための資料の検索方法について理解

できる。	

統計資料の活用方法につ

いて予習し、振り返る。	

3	
社会福祉の事例研究につい

て	

医療ソーシャルワークの事例研究と事例検討の違い

を理解できる。	

事例研究の概要を予習し、

復習する。	

4	 社会科学的視点について	 医療ソーシャルワークの資料を用いて検討できる。	
資料を事前に読んでくる

こと。	

5	 社会問題とは何か	
医療ソーシャルワークの歴史を学ぶ。参考図書などを

知る。	

資料を読んで復習するこ

と。課題レポートを作成す

ること。	

6	
保健医療サービスの視点に

ついて	

社会福祉学の本質について、課題レポートをもとに議

論できる。	

議論した内容を復習する

こと。	

7	 社会福祉学について	
社会福祉学について身近な話題を見つけてレジュメ

を作成し発表、討論する。	

課題	 ①社会科学に関す

る文献、②社会科学に関す

る身近な話題を探す。	

8	 社会福祉学について	

	

社会福祉を科学として理解できる。	

	

ゼミ発表とプレゼンテー

ションを準備する。	

9	 レジュメの書き方	
卒業生の作成した論文を読み、自分で執筆することイ

メージをもつ。	
レジュメを作り整理する。	

10	 レジュメについて	
ゼミ生同士で話し合いをすることで、自分の興味ある

社会問題を文章にまとめて発表する。	

提供資料を読む。図書館で

論文検索を行いレジュメ

を作成しまとめる。	

11	 研究ノートについて①	
医療ソーシャルワークに関する研究ノートの作成方

法とルールについて	

提供資料を読む。資料をレ

ポートする。	

12	 研究ノートについて②	
医療ソーシャルワークに関する研究ノートの活用方

法について	

提供資料を読む資料をま

とめる。	

13	 論文の引用について	
論文の特徴と引用の方法などについて理解できる。論

文の章立てと節の意味について知る。	 	

	 提供資料を読む。図書館

で論文検索を行い、入手

し、講読会後の資料をまと

める。	

14	 論文の独自性について	 論文内容の独自性の意味について討論し理解できる。	

提供資料を読む。図書館で

論文検索を行い、入手し、

討論後の資料をまとめる。	

15	 前期のまとめ	

	 	

振り返りと総括、今後の方向を話し合う。	

	

	 振り返りと発表。	

	

	



授業科目(ナンバリング)	    専門演習 A(DA301) 担当教員	 高島	 恭子	

展開方法	 演習	 単位数	 	 1	 単位	 開講年次・時期	 	 3 年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

本科目はディプロマポリシーに照らし、ホスピタリティの精神に基づいて、多様な立場の人々と相互

理解を図ることができることを目的とする。	

そのために、本演習ではディスカッション、グループワーク、プレゼンテーションなどを通して思考

する力を鍛えることを目的としたい。そこで、授業のねらいを、精神保健(メンタルヘルス)、障がい福

祉の分野における福祉の問題について考え、自らの問いを立てる力を身につけることとします。	

①、④、⑤	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 	 	 	

情報収集、	

分析力	

自分の意見を主張するための情報を収集するために、図書館やデー

タベースを使用できる	

授業でのプレゼ

ンテーション	
	 	 	 25％	

コミュニケーシ

ョン力	

他の学生が関心を持つ福祉の問題についても関心を持ち、適切な質

疑応答をすることができる	

授業での議論へ

の参加	
	 	 	 40％	

協働・課題解決

力	

他の学生が関心を持つ福祉の問題についても関心を持ち、議論に参

加できる	

授業での議論へ

の参加	
	 	 	 35％	

多様性理解力	 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

	 授業でのプレゼンテーションは、発表資料とプレゼンテーションの内容及び表現から評価する（25％）。毎回の授業

での議論への参加の頻度と内容（議論を的確に捉えているか、主張は明確か、主張の理由が明快か、など）から評価

する（75％）プレゼンテーションのフィードバックを授業内で行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。コースの前半では、グループワークを通して障

がい者福祉への理解を広げ、「論文」とはどのようなものか考える。学生の関心によりこのほかの論文も取り上げる予

定。英文購読も考えている。後半は、各自が卒業論文作成に向けて資料を集め、演習での議論を通して自らの問いを説

明できるようにする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：キーマン・スミス著、臼井陽一郎監修（2018）『ダウン症をめぐる政治―誰もが排除されない社会へ向けて』

明石書店．	

参考書：なし	

指定図書：佐藤久夫、小澤温（2016）『障害者福祉の世界（第 5版）』有斐閣．	

授業外における学修及び学生に期待すること	

演習では、「論文」を理解し卒業論文を執筆する力を段階的につけていけるよう学修支援をする。しかし自分で調べ文

章にしなければ力はつかない。レジュメの作成や発表の準備など、課題をしっかりとやってくることが受講の要件で

ある。授業では積極的に議論に参加することを期待する。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション１ 
自己紹介、演習のねらい、目標、進め方、評価などの確

認を行う 

年間のスケジュールを確認

する 

2	 オリエンテーション２ 
論文とは何か、論文執筆に取り組む意義を学ぶ 

レジュメの作成方法を学ぶ 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる。 

3	 文献購読１ 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる。 

4	 文献購読２ 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる。 

5	 文献購読３ 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる。 

6	 文献購読４ 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる。 

7	 文献購読 5 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

（レポート）文献から学んだ

こと、考えたことをレポー

トにまとめる 

8	 文献購読の振り返り 文献購読を振り返り、関心のある領域を整理する 
関心のある領域のキーワー

ドを 5～7 つに整理する 

9	 図書館オリエンテーション 図書館やデータベースの活用方法を学ぶ 
関心領域に関する文献のリ

ストを作成する 

10	 情報収集 文献リストを発表し、その妥当性を議論し検証する 
文献を読み、テーマに関す

る概略的な知識を得る 

11	 これまでの知識の確認 

キーワードをこれまでに学んできた福祉の知識と関連付

ける。論文作成、実習を前に、これまでに学んだ知識を

概観する 

キーワードと知識を関連付

けて整理する。テーマにつ

いて、発表準備をする 

12	 情報収集 
各自が関心を持つ福祉の問題について、問題の背景と

研究テーマを発表し、ディスカッションを行う 
研究テーマを明確にする 

13	 情報収集 
各自が関心を持つ福祉の問題について、問題の背景と

研究テーマを発表し、ディスカッションを行う 
研究テーマを明確にする 

14	 情報収集 主題文の構成を確認し、作成する 
さらに読むべき文献を整理

する 

15	 まとめ 前期の到達地点と、後期までにすべきことを確認する 
今後のスケジュールを確認

する 

	

	

	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習A(DA301) 担当教員	 大畠	 啓	

展開方法	 演習	 単位数	 1単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

	 専門演習はA・Bは、4年次開講の「卒業研究」（原則持ち上がり）へと発展していく科目である。本演習では、関

心のある社会問題、社会福祉のテーマを選択し、それに関する文献を丁寧に解読することを通じて、現代日本社会が

抱える様々な（福祉）問題の全体像を把握・整理し、社会の課題に対する思考力、判断力、表現力を涵養することを

目標とする。この演習はとりわけ、地域社会や国際社会の多様な課題に対応しうる理論的知識を深める点に特色があ

る。また卒業論文作成に向け、各自のテーマ設定や論文の書き方についても学ぶ。卒論のテーマ設定については、各

自の興味に応じた内容を検討し、絞り込んでいく。	

⑥	

	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 	 	 	 	 	 	

情報収集、	

分析力	

現代日本社会が抱える様々な（福祉）問題に関する情報を収集し、それを分

析して自己や社会の成長に役立つ知見を指摘できる。	
・資料作成	 	 	 	 10％	

コミュニケーシ

ョン力	 	

ホスピタリティの精神に基づいて他の人の意見を傾聴するとともに、文献や

資料を正確に読解し、テーマを発見・深めることを通じて、自分の考えを明

確にした上で、相互理解を図る議論に参加できる。	

・授業での発表・グ

ループ討議など

授業への参加	

	 	 	 70％	

協働・課題解決力	 	

資料の作成・プレゼンテーションのスキルアップを通じて、課題を的確に把

握し、他の人と協力して課題解決に向けた方策を立案し、実行する営みに寄

与できる。	

・課題提示に対す	

るプレゼンテーシ

ョン	

	 	 	 20％	

多様性理解力	 	 	 	 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

	 授業への出席・参加は当然の評価要件とし、資料の作成（評価比率10％）、プレゼンテーション（評価比率20％）、ディスカッシ

ョン（評価比率70％）などによって総合的に評価する。資料作成については問題に関する情報を収集し、問題解決の糸口を発見で

きたかどうかを評価する。プレゼンテーションについては、他人の意見を傾聴し自分の考えを明確にした上で、相互理解を促進で

きたかどうかを評価する。ディスカッションについては、資料の作成・プレゼンテーションのスキルアップを通じて、課題を的確

に把握し、他人と協力して課題解決に向けた立案ができるかどうかを評価する。なお発表内容に関しては、授業内にコメントの形

でフィードバックを行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

授業の進め方は、最初にオリエンテーションを施し、前半は、ゼミ全員で合議の上決定した文献を各自分担の形で発表する。後半

は、各自関心があるテーマについて文献を報告し、その過程を通じて、卒論形成の基礎となる学問的作法（問題意識の形成やテーマ

の絞り方、文献収集や文献の読み込み方、ノートの取り方、文章表現など）を学ぶ。この授業の標準的な1コマあたりの授業外学修

時間は、45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：特に指定しない	

参考書：『福祉系学生のための	 改訂レポート＆卒論の書き方』（2005）	 川村匡由・川村岳人	 中央法規	

指定図書	:	2017社会福祉士・精神保健福祉士国家試験過去問一問一答＋α	共通科目編	

授業外における学修及び学生に期待すること	

卒業論文につながる演習なので、主体的に取り組むことを期待する。取り組みへの積極的態度の有無によって、卒論の出来に差が

出てくることが予想される。既存の知識を習得するのではなく、自分で社会や福祉の問題を考えるための貴重な時間なので、資料作

成や発表の準備等に積極的に取り組むことを通じて、有意義に過ごしてもらいたい。授業の欠席は、できる限り事前に連絡すること	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション➀ 
自己紹介、演習の進め方の説明、スケジュール確認と文献

情報の提供 

年間スケジュールを確認する 

 

2	 オリエンテーション② 
レジュメ作成の方法をレクチャー、例示する 

レジュメ作成および文献発表の割り振り 

割り振りの確認と発表資料の

準備をする 

3	 文献購読➀ ゼミで輪読する文献の報告およびディスカッション	
報告資料の作成と、全員が該

当部分に目を通しておく 

4	 文献購読② ゼミで輪読する文献の報告およびディスカッション 
報告資料の作成と、全員が該

当部分に目を通しておく 

5	 文献購読③ ゼミで輪読する文献の報告およびディスカッション 
報告資料の作成と、全員が該

当部分に目を通しておく 

6	 文献購読④ ゼミで輪読する文献の報告およびディスカッション 
報告資料の作成と、全員が該

当部分に目を通しておく 

7	 文献購読⑤ ゼミで輪読する文献の報告およびディスカッション 
報告資料の作成と、全員が該

当部分に目を通しておく 

8	 文献購読⑥ ゼミで輪読する文献の報告およびディスカッション 
報告資料の作成と、全員が該

当部分に目を通しておく 

9	
文献内容についての 

意見交換 

前回のゼミで報告が終了した文献の全体内容について、	

意見交換を行う 

各自レポートを作成 

 

10	 論文とは何か 
『レポート＆卒論の書き方』を通じて、論文の書式や論文

執筆の作法を学ぶ 

該当部分を読んでくる 

 

11	 テーマの発掘➀ 各自が今興味を持っているテーマについて、発表する 
報告資料の作成 

 

12	 テーマの発掘② 各自が今興味を持っているテーマについて、発表する 
報告資料の作成 

 

13	 テーマの発掘③ 各自が今興味を持っているテーマについて、発表する 
報告資料の作成 

 

14	 テーマの発掘④ 各自が今興味を持っているテーマについて、発表する 
報告資料の作成 

 

15	 前記のまとめ 前記のまとめと後期に向けての課題設定を行う 
後期のスケジュールを確認す

る 

16	 	 	 	

	

	

	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習Ａ（DA301） 担当教員	 韓	 榮芝	

展開方法	 演習	 単位数	 	 1 単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

本演習では、東アジア、主に日本や中国の地域における社会現象、地域問題について共通認識・理解

を高めるために、どのような観点から、どういう方法（調査）で、実証研究を進めていくのか、先行事

例を通して、コミュニティ・ソーシャルワークへの理解を深めることを目標とする。少人数のゼミ形式

を中心に取り組む（佐世保地域の小規模多機能ホームや社協などのフィールドワークを通じて）ことに

より、4年制大学生としての教養と応用力（社会人基礎力）を身につけることができる。	

①②③④⑤⑥

⑦○11○12 	

	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 地域全般の福祉課題を積極的に取り組むことができる。	

発表レジュメ	

授業態度･活動

への参加	

	 	 	5％	

	 	 	5％	

情報収集、	

分析力	

アジア諸国の社会情勢を踏まえた上で日本の地域課題を的確に把握

することができる。	
課題レポート	 	 		10％	

コミュニケーシ

ョン力	
福祉専門的な技術・技能を活用した取り組みに参加できる。	

授業態度･活動

への参加	

課題レポート	

プレゼン	

   	 5％ 
				

				10％	

	 		20％	

協働・課題解決

力	
福祉専門職種のそれぞれの役割を理解できる。	

課題レポート	

発表・質疑応答	

	 		10％	

	 		20％	

多様性理解力	 福祉社会の基本理念や歴史の流れを理解し、説明することができる。	

出席カードコメ

ント欄の内容	

課題レポート	

		 		5％	

	

				10％	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

まず授業への参加は評価要件とする。レジュメの作成、発表・討論（40％）、レポート（40％）などによって総合的に

評価する。授業毎回において、レスポンスカードを配布し、記入して提出すること（出席状況も含む 20％）。授業への

参加意欲を評価する材料とする。レポートは計 4 回。与えられたテーマについて文献・資料を探し出し、リサーチの

結果をまとめて提出すること。最終回に、半年間の学習を通して、関心あるテーマを 1つ選び発表し討議すること（1

人で発表 15分、討議 15分程度）。なお、フィードバックは、授業及びポートフォリオで適宜行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

日本の社会福祉分野においては、近年東南アジアに関する研究は益々必要とされる。そのために、ソーシャルワークの

視点でコミュニティを拠点に日・中両国の社会保障・社会福祉（社会的セーフティネット）を推進していく考えを念頭

に、福祉先進諸国の福祉について学ぶ。その上で、各自で課題を発見し、関連の文献・資料を探し出し、研究成果をま

とめる。授業の進め方は、各自の課題について研究成果をまとめて報告し、討論を行っていく。その中で各自の関心課

題を煮詰めて絞っていく。その上で卒業論文につながるような関心・課題を見つけていくこと。この授業の標準的な１

コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：「レポート・論文の書き方入門」	(単行本) 	 	河野	哲也著	 慶応義塾大学出版会	

参考書：「レポート･試験はこう書く	 新･社会福祉要説」	 中島恒雄著	 ミネルヴァ書房必要に応じ指示する	

指定図書：①「コミュニティ・ソーシャルワーク」	 平成 23年度･平成 24年･平成 25年	 日本地域福祉研究所発行	

②「社会福祉の国際比較―研究の視点・方法と検証」	阿部	志郎、	井岡	勉	(2000/4)	有斐閣出版社	

授業外における学修及び学生に期待すること	

国際比較研究を進めるために、社会調査の方法（フィールドワーク）についてしっかり勉強しておく。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 ガイダンス	 授業の進め方及び年間スケジュールの把握。	 シラバスを読む	

2	 文献収集・資料の分析	 研究文献の収集方法を理解する。	

	

授業内容の振り返りと配布資

料の精読	

	

3	 レポート作成要領	 研究成果レポートの作成要領を理解する。	

	

レポート作成要領の纏めと与

えられた文献をレジュメする	

	

4	 レジュメ作成と発表方法	レジュメ及びパワーポイントの作成について学ぶ。	

	

授業内容の復習と先行文献の

精読を行う	

5	
各国の福祉制度研究（1）

-1	

福祉先進国日本の地域福祉についての文献を講読す

る。	

	

授業内容の振り返りと次回討

議課題の整理を行う。	

6	
各国の福祉制度研究（1）

-2	

福祉先進国日本の地域福祉についての文献を討議す

る。	

	

討議内容のまとめとレポート

の作成、発表の準備	

7	 レポートの提出	 研究成果レポートを提出、発表する。	

	

レポート執筆の振り返りと次

回授業内容の精読	

8	
各国の福祉制度研究（2）

-1	

	

福祉国家イギリスの地域福祉についての文献を講読

する。	

	

	

授業内容の振り返りと次回討

議課題の整理を行う。	

9	
各国の福祉制度研究（2）

-2	

	

福祉国家イギリスの地域福祉についての文献を討議

する。	

	

	

討議内容のまとめとレポート

の作成、発表の準備	

10	 レポート提出	 研究成果レポートを提出、発表する。	

	

レポート執筆の振り返りと次

回授業内容の精読	

11	
各国の福祉制度研究（3）

-1	

	

中国の社会福祉制度政策についての文献を講読する。	

	

	

授業内容の振り返りと次回討

議課題の整理を行う。	

12	
各国の福祉制度研究（3）

-2	
中国の社会福祉制度政策についての文献を討議する。	

	

討議内容のまとめとレポート

の作成、発表の準備	

13	 レポート提出	 研究成果レポートを提出、発表する。	

	

レポート執筆の振り返りと次

回の総括発表のレジュメ作成	

14	 研究発表	

	

作成したレポートの中から、最も関心のあるテーマを

１つ選んで口頭発表を行う。	

	

	

発表内容の振り返りと課題に

即した先行文献を検索する	

15	 総括	

	

半年間の先行研究のまとめ及び夏休みの課題を見つけ

る。	

	

	

夏休みの取り組みに向けて	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A(DA301) 担当教員	 柳	 智盛	

展開方法	 演習	 単位数	 １単位	 開講年次・時期	 ３年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

	 本演習では、様々な障害をもつ方々のこころについての理解と援助のための実践力を身につけることを

目標とする。特に、近年注目を浴びている発達障害についての理解と援助の方法への知識や実践力を培う。

具体的には、自閉症や学習障害、ADHD 等の発達障害についての特徴を学び、その援助の方法論として
のグループ・アプローチを実践的に身につけることを目標とする。また、こうした諸問題に取り組みなが

ら、卒業研究のテーマを絞り込む。こうした過程を経て、現実に即した問題解決のための思考・判断をす

ることができるようになることを目標とする。	

⑤、⑦、⑩、

⑪、⑫	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 卒論研究テーマに関連する理論を理解し、説明できる。	 ・課題レポート	 	 	 	 5％	

情報収集、	

分析力	

障害児・者に対する支援に関する文献と支援活動での経験を通して、

障害児・者への支援に対して指摘できる。	

・授業への参加度	

・課題レポート	

	 	 	 10％	

	 	 	 10％	

コミュニケーシ

ョン力	

障害者に対する理解と支援について、実体験やディスカッションを通

して、卒論研究テーマに沿った自分の考えを表現することができる。	

・発言内容、独

自性	

・ディスカッショ

ンへの参加、発言	

	 	 	 20％	

	

	 	 	 20％	

協働・課題解決

力	

障害児・者に対する支援に関する文献と支援活動での経験を通して得

られた知見から、障害児・者への支援に寄与することができる。	

・授業への参加度	

・課題レポート	

	 	 	 15％	

15％	

多様性理解力	 障害児・者の立場に立って考えることができる。	 ・課題レポート	 	 	 	 5％	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

	 プレゼンテーション及びディスカッションへの参加姿勢や発言方法・発言内容の適正さ・独自性（40％）、卒論研究

に向けて課された課題レポート提出（35％）、授業及び支援活動への参加度（25％）について総合評価する。なお、課

題レポートについては、次回の授業で内容をフィードバックする。	

授	 業	 の	 概	 要	

指定文献を各回の担当者がまとめ、発表及び質疑応答のディスカッション形式で進めて各発表について参加者全体

での理解を深める。適宜、必要に応じて実際にワークの体験なども取り入れていく。	

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：杉山登志郎著（2007）『発達障害の子どもたち』講談社現代新書	

参考書：必要に応じて指示する。	

指定図書：浦上昌則・脇田貴文著（2008）『心理学・社会学科研究のための調査系論文の読み方』東京図書	

授業外における学修及び学生に期待すること	

本演習において、様々な障害を方々のこころの理解を深めるため文献や各メディアに関心を向けることや、ボランテ

ィア活動への参加を積極的に行い実体験としての関わり経験を積んでほしい。特に、毎月実施している自閉症児・者

の余暇活動支援グループ「どれみふぁくらぶ」に参加することと、特別支援学校での肢体不自由児者への動作法を用

いた訓練会に参加することで、理論的理解と実践的援助技術をうまく融合させながら学んでほしい。「どれみふぁくら

ぶ」や「動作法の訓練会」などへのボランティア活動への参加を上記の評価での支援活動として位置付ける。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	 授業の内容、進め方、発表の形式などについての説明	
当日の振り返りを行い、発

表準備を進めること。	

2	 発達障害は治るのか	
世間に広がる誤解、発達障害と診断された事例につい

て学ぶ。	

予：発達障害を理解し、発

表の資料を作成すること。	

復：発達障害の診断を考え

る。	

3	
「生まれつき」か「環境」か

①	

受精のリスク、生理学的早産、環境の影響を受ける遺

伝子、遺伝と環境の関係について学ぶ。	

予：遺伝と環境について発

表の資料を作成すること。	

復：発達障害の捉え方を考

える。	

4	
「生まれつき」か「環境」か

②	

発達障害の概観、個人差と発達障害の違い、発達障害

の新たな分類について学ぶ。	

予：新しい診断について調

べる。	

復：担当箇所の発表を準備

する。	

5	 精神遅滞と境界知能	
精神遅滞の育ち、境界知能、事例、知能とはについて

学ぶ。	

予：障害と知能発達につい

て考える。	

復：内容を振り返る。	

6	 自閉症という文化①	
自閉症の 3つの症状、自閉症者の自伝、自閉症という

謎とその答えについて学ぶ。	

予：自閉症について考え

る。	

復：内容を振り返る。	

7	 自閉症という文化②	
自閉症の体験世界、自閉症的認知と自閉症の「認知の

穴」、自閉症への治療教育について学ぶ。	

予：自閉症の治療教育を理

解する。	

復：内容を振り返る。	

8	 アスペルガー問題①	
アスペルガー症候群の再発見、ADHD との誤診、高機

能広汎性発達障害の育ちについて学ぶ。	

予：アスペルガー症候群に

ついて考える。	

復：諸知識を理解する。	

9	 アスペルガー問題②	
さまざまな併発症、犯罪歴、18 歳以上の発達障害、

成人後の状況を決めるものについて学ぶ。	

予：該当箇所を読み、発表

の資料を作成すること。	

復：事例を探し理解する。	

10	 ADHD と学習障害	
ADHD とは、ADHD の育ちと対応のコツ、学習障害とは、

学習障害への対応について学ぶ。	

予：対応や接し方について

考える。	

復：事例を探し理解する。	

11	 障害児者への理解①	
障害児者への理解を深めるため、支援活動を企画・開

催のためのディスカッションを行う。	

予：障害児者の支援活動に

ついて考える。	

復：活動の意義について理

解する。	

12	 障害児者への理解②	
障害児者への理解を深めるため、支援活動を企画・開

催のためのディスカッションを行う。	

予：障害児者の支援活動に

ついて考える。	

復：活動の意義について理

解する。	

13	
文献発表・ディスカッション

①	

発表者による、関心のあるテーマについての発表と質

疑応答を行う。	

予：関心のある文献を予約

してくること。	

復：内容を振り返る。	

14	
文献発表・ディスカッション

②	

発表者による、関心のあるテーマについての発表と質

疑応答を行う。	

予：関心のある文献を予約

してくること。	

復：内容を振り返る。	

15	 前期のまとめ	
卒論研究テーマに関連づけて前期の振り返りを行い、

未習熟な部分を補完する。	

予：前期を振り返り、発表

の資料を作成すること。	

復：講義全体を振り返る。	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A(DA301) 担当教員	 脇野	 幸太郎	

展開方法	 演習	 単位数	 	 1 単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

	「ソーシャルワークと社会保障」をテーマとして、社会保障の諸制度についての検討、社会保障の課題・

問題点の検討、ソーシャルワークの実践と社会保障制度の関係（福祉現場における制度の活用のあり方）

の検討などを通じて、ソーシャルワーク実践における社会保障制度理解の重要性について認識できるよう

になることを目標とする。これらを通じて、後期Ｂ以降の卒業論文作成（テーマ設定およびその後の研究）

に向けた基礎固めを行う。	

⑤⑥⑦⑧	

	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	
・社会保障の諸制度について説明できる。	

・卒業研究の意義について説明できる。	

・発表レジュメ

（制度説明の的

確性・正確性）	

・議論での発言	

	 	 	 10％	

10％	

情報収集、	

分析力	

・自分の見解をレジュメにまとめて報告することができる	

・自分の見解を的確かつ論理的な文章で表現することができる。	

・発表レジュメ

（自身の見解が

まとめられてい

るか）	

・議論での発言	

	 	 	 10％	

	 	 	 10％	

コミュニケーシ

ョン力	

・あるテーマや課題に関する議論に積極的かつ適切に関与することが

できる。	
・議論での発言	 	 	 	 30％	

協働・課題解決

力	

・あるテーマや課題について、他のメンバーと協働しながら、その解

決策を模索することができる。	
・議論での発言	 	 	 	 20％	

多様性理解力	 ・他者の意見を傾聴し、それに基づく議論をすることができる。	 ・議論での発言	 	 	 	 10％	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

課題の準備・提出状況や内容、およびゼミ内での議論での発言などを上記の基準に基づき評価する。提出された課題や

議論の内容などに対しては、授業内でコメントをする形でフィードバックを行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

社会保障（社会保障とは何か、年金、医療保険、介護保険、雇用保険、労災保険、障害者自立支援法、社会手当制度、

生活保護制度等々）とその問題点、ソーシャルワーク実践と社会保障とのかかわりなどについて、各自に課題を割り振

ったうえで、その課題について皆でディスカッションを行う。その積み重ねの中で、各自の関心や、それに応じた卒業

研究のテーマが見つけ出せるようにしていく。この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：授業時に指示する。	

参考書：「厚生労働白書	 平成 29年版」	

指定図書：	教科書に同じ。	

授業外における学修及び学生に期待すること	

「社会保障」をゼミの基盤に置くが、卒業研究のテーマは必ずしも社会保障に関したものでなくてもかまわない。ま

た、高齢者、児童、障がい者、地域など、社会福祉のいずれの分野でもかまわない。ただし、どのようなテーマを選

ぶにしても、社会保障の制度理解は必ず必要となるので、そのことを理解し、積極的にゼミ運営にかかわってくれる

人の参加を希望する。	

	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	

自己紹介・1 年間のゼミ運営の内容や到達目標の確

認・演習の進め方についての確認。卒業研究と国試対

策を両立させるための今後 2 年間のスケジュールの

作成。	

卒論作成を含めた向こう 2

年間の予定を考えておく。	

2	 準備	

・レジュメ作成の仕方、プレゼンテーション（発表）

の仕方、ディスカッションの仕方などについての確

認。	

・各自のテーマ設定と割り振り。	

予習：指定文献を読む	

復習：議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

3	

	

文献購読①	

担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 １	 医療保険	
予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

4	 文献購読②	

担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 １	 医療保険（つづき）	

予習：指定文献を読む。	

年金についての情報収集	

復習：議論を踏まえ、再度

指定文献を読む。	

5	 文献購読③	

担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 ２	 介護保障	
予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

6	 文献購読④	

担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 ３	 年金	
予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

7	 文献購読⑤	

担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 ３	 年金（つづき）	

予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

8	 文献購読⑥	

担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 ４	 児童福祉	

予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

9	 文献購読⑦	

担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 ５	 障害者福祉	

予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

10	 文献購読⑧	
担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 ６	 社会福祉	

予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

11	 文献購読⑨	
担当者によるレジュメ作成、発表、全員による討議。	

社会保障に関する文献	 ７	 生活保護	

予習：指定文献を読む	

復習；議論、説明を踏まえ、

再度指定文献を読む。	

12	 レポート作成準備	
卒業研究のテーマ設定を見据えながら、レポートのテ

ーマ、構成について、全員が発表し、討議を行う。	

次回に備え、自分が作成し

ようとするレポートの内

容・構成を考えておく。	

13	 図書館オリエンテーション	 卒業研究における図書館活用の方法について学ぶ。	 レポート作成。	

14	 レポート発表	 レポートの内容発表とディスカッションを行う。	

ゼミでの指摘を踏まえ、レ

ポートを再読し、修正す

る。	

15	 省察・まとめ	 前期の省察とまとめ。卒論作成への認識の再確認。	
後期に向け、卒業研究のテ

ーマをよく考えておく。	

	

	

	

	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A（DA301) 担当教員	 安藤	 佳珠子	

展開方法	 演習	 単位数	 	 1 単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

	 この授業では、思春期・青年期に生じる精神保健上の課題（不登校やひきこもり、摂食障害、家庭内

暴力、リストカット、非行など）に対するソーシャルワークをテーマにする。また、ディプロマポリシ

ーにある社会の課題に対する思考力、判断力、表現力を活用し、主体的に問題解決を行う力を養成する

ために、授業は、ディスカッションやグループワーク、プレゼンテーションによって展開する。具体的

には、不登校やひきこもり、摂食障害といった精神保健上の課題と社会の関連について理解するために、

①テキストの輪読し、その内容のプレゼンテーションを実施、また、②長崎県内の子ども・若者の支援

を行っている実践への参加を通じて、支援について考える。さらに、その体験に基づいて、ディスカッ

ションを行い、ミクロ・メゾ・マクロの視点でソーシャルワークをとらえ、それを実践していく力を身

につけることを目標とする。	

①⑤⑦⑩	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 	 	 	

情報収集、	

分析力	

思春期・青年期に生じる精神保健上の課題を理解する上で、必要な情

報を集め、ソーシャルワークの課題を指摘できる。	
報告内容	 10％	

コミュニケーシ

ョン力	

思春期・青年期に生じる精神保健上の課題に対するソーシャルワー

クについて、自分の考えを発表したり、発言したりすることができ

る。	

ディスカッショ

ンへの参加度	

報告までのプロ

セス	

30％	

	

20％	

協働・課題解決

力	

思春期・青年期に生じる精神保健上の課題を抱える子ども・若者の生

活実態を、社会と関連させて考えることができる。	
課題レポート	 40％	

多様性理解力	 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

課題レポートの成績は 40％であり、第 12回・第14回に実施し、それぞれ「若者サミットに参加して学んだこと」「前

期の到達と課題について」をテーマとし、ポートフォリオにて提出をする。課題レポートは、次回の授業内で発表し、

他の受講者・教員からフィードバックを行う。	

受講者の報告等については、授業内で指示する。また、授業の復習として、学んだ内容のまとめを課し、ポートフォ

リオにて提出をする。次回の授業内およびポートフォリオにてフィードバックを行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

	 高垣（2004）を購読し、レジュメ・レポートの作成方法、報告やディスカッションの進め方などについて学ぶ。また、

長崎県佐世保市で、不登校経験の若者たちが開催する「子どもサミット」に参加し、これまでの学びを実践的に基づい

て整理する。さらに、自分たちの進路についても考え、3年生後期に向けて、これからのスケジュールを整理する。こ

の授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分である。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：高垣忠一郎（2004）「生きることと自己肯定感」新日本出版社	

参考書：上野千鶴子(2018)「情報生産者になる」ちくま新書	

	指定図書：高垣忠一郎（2004）「生きることと自己肯定感」新日本出版社	

授業外における学修及び学生に期待すること	

• 授業内で、次回までの予習・復習を提示する。指定された内容を実施してくること。	
• 出席は最低限のルールとする。やむを得ず、遅刻・欠席する場合は直接または e-mailアドレス（k-ando@niu.ac.jp）
に連絡すること。	

• 授業内での居眠りや私語、携帯電話の無断使用などは厳禁とする。また、それらの行為については、教員から注意
し、その後も改善が見られない場合は、退室を求める。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	
自己紹介、ゼミの方針の確認、運営方法の

決定	

予習：ホスピタリティルーブリックに

よる自己評価を行う。	

復習：スケジュールの確認をする。	

2	 	報告や発表の方法	
予習で読んできた内容をもとに、報告や発

表の際の準備や方法、手順について学ぶ。	

予習：pp17-37 を読んでくる。	

復習：授業内で作成した資料を、再度

まとめ、次回までにポートフォリオに

て提出する。	

3	 報告の準備	 報告の担当箇所を決め、その準備をする。	
予習：自分が担当したい箇所を選ぶ。	

復習：報告の準備をする。	

4	
卒業論文の執筆過程のイメ

ージをもつ	

4 年生の卒業論文の中間報告に参加し、卒

業論文を執筆する過程のイメージをもつ。	

予習：中間報告会の資料を読み、質問

したい内容を考える。	

復習：中間報告会の感想をポートフォ

リオにて提出する。	

5	 研究発表について知る	
社会福祉学科の学内学会に参加し、社会福

祉に関する研究発表について知る。	

予習：学内学会で報告される内容につ

いて調べる。	

復習：学内学会の感想をポートフォリ

オにて提出する。	

6	
子どもの問題と自己肯定感

①	

担当者による報告に基づき、ディスカッシ

ョンを行い、子ども・若者の見捨てられる

恐怖について理解を深める。	

予習：pp37-60 を読んでくる。	

復習：ディスカッションの内容をまと

め、ポートフォリオにて提出する。	

7	
子どもの問題と自己肯定感

②	

担当者による報告に基づき、ディスカッシ

ョンを行い、子ども・若者の自己肯定感と

社会病理の関係について理解を深める。	

予習：pp61-96 を読んでくる。	

復習：ディスカッションの内容をまと

め、ポートフォリオにて提出する。	

8	 生きることと自己肯定感①	

担当者による報告に基づき、ディスカッシ

ョンを行い、子ども・若者の成長・発達に

ついて理解を深める。	

予習：pp97-116を読んでくる。	

復習：ディスカッションの内容をまと

め、ポートフォリオにて提出する。	

9	 生きることと自己肯定感②	

担当者による報告に基づき、ディスカッシ

ョンを行い、子ども・若者の自己物語につ

いて理解を深める。	

予習：pp117-135 を読んでくる。	

復習：ディスカッションの内容をまと

め、ポートフォリオにて提出する。	

10	 生きることと自己肯定感③	

担当者による報告に基づき、ディスカッシ

ョンを行い、子ども・若者が「自分の人生

を生きること」について理解を深める。	

予習：pp136-150 を読んでくる。	

復習：ディスカッションの内容をまと

め、ポートフォリオにて提出する。	

11	  平和と自己肯定感	
担当者による報告に基づき、ディスカッシ

ョンを行い、平和と子ども・若者の自己肯

定感の関係について理解を深める。	

予習：pp1151-214 を読んでくる。	

復習：ディスカッションの内容をまと

め、ポートフォリオにて提出する。	

12	
佐世保市における子どもサ

ミットに参加する	

佐世保市における子どもサミットに参加

する。	

予習：子どもサミットで、どのような

ことを学びたいか整理する。	

復習：参加して考えたこと、感じたこ

とをまとめる。	

13	
佐世保市における子どもサ

ミットへの参加の振り返り	

佐世保市における子どもサミットに参加

した感想を出し合い、学んだことを整理す

る。	

課題レポート提出	

予習：子どもサミットに参加した感想

をレポートにする。	

復習：参加して自分が学んだことを整

理する。	

14	 進路について	

進路について、現時点で考えていることを

出し合い、3 年生後期に向けてどのような

スケジュールで、大学生活に取り組むかを

考える。	

予習：自分の進路やライフプランにつ

いて考えてくる。	

復習：現時点での自分の進路について

まとめ、ポートフォリオにて提出す

る。	

15	 前期のまとめ	

レポートに基づいて「前期の到達と課題に

ついて」を報告し、自分の成長について理

解を深める。	

課題レポート提出	

予習：前期の到達と課題についてレポ

ートとしてポートフォリオにて提出

する。	

復習：前期の到達と課題についてまと

め、ポートフォリオにて提出する。	

	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A(DA301)  担当教員	 石橋	 亜矢	

展開方法	 演習	 単位数	 １単位	 開講年次・時期	 ３年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

		 本演習では専門演習、卒業研究を通して思慮する力を養うことを目的とする。卒業研究に向け、基本 

的な研究過程および方法論に関する知識の修得の為に、テーマに応じた課題の追及、クリティーク能力、ディスカ

ッション、プレゼンテーションに関する基礎的なスキルの修得を目標とする。 

この演習を通して、専門的知識・技術を修得し、それらを様々な課題に適用して解決を図ることができることをね 

らいとする。	

	②④⑤⑥⑦

⑧⑩⑫	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	
		

	

		

	
	

情報収集、	

分析力	

	自分の見解をレジュメにまとめて報告することができる。	

	自分の見解を的確かつ論理的な文書で表現することができる。	

プレゼンテーシ

ョン	

レジュメ作成	

10％	

10％	

コミュニケーシ

ョン力	

	社会福祉士としての役割や機能・連携（調整力）に関する知識を体 
系的に学習することができる。 
課題に関して自分の考えを的確に文章化し、表現力を備えた発表が	

できる。	

	授業態度・参加	 55％	

協働・課題解決

力	

	社会福祉士において意義ある研究課題を探り、自主的に学習するこ 
とができる。メンバーと協働し共に考え、アサーティブなディスカ	

ッションを行うことができる。 

ディスカッショ

ン参加	

課題レポート	

	

15％	

10％	

多様性理解力	 	
		

	
	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

「授業態度・参加」（55％）、「ディスカッション参加」（15％）とし、主体的な参加とアサーティブな姿勢を評価する。

「課題レポート」（10％）を課し、本演習の課題、予習・復習のまとめを提出して貰い、フィードバックを行い学生と

共有する。発表は、担当した「レジュメ作成」（10％）及び、「プレゼンテーション」（10％）の内容で評価をする。	

授	 業	 の	 概	 要	

本演習の授業形式は、自主的な学習成果の発表および討議による授業形態をとるので、学生の主体的な準備の基に、	

進めていきたい。この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。コースの前半では、主に研究手

法を学びながら、論文について理解する。後半は、各自が卒業論文作成に向けて資料を集め、演習での議論を通して自

らの問いを説明できるようにする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

参考書：『パソコンで進めるやさしい看護研究』富田真佐子著	 保育社	 	

『よくわかる看護研究論文のクリティーク』山川みやえ著	 日本看護協会出版会	 	 	

※演習の内容やテーマに応じて必要な資料・文献は、適宜紹介する。	

指定図書:『トラベルビー人間対人間の看護』長谷川浩著	 医学書院	

授業外における学修及び学生に期待すること	

本演習のゼミでは、専門的な知識や技術は勿論だが、人と人、心と心を通わせる専門職としての、感性が最も大切で

ある。地道な努力により成長できる事を信じ、一人一人が楽しめる様な工夫を考え	 共によりよいゼミを創造していけ

る力を養って欲しい。更に仲間でもありライバルでもある事を認識し、芯の強さを持ちゼミ生の目標に向かって計画的

に前進されることを強く望む。 
レジュメの作成や発表の準備など、課題をしっかりとやってくることが受講の要件とする。	

注意点：やむを得ない事情で出席できない場合は、事前連絡・相談を行い、代替の履修方法について指導を受けること。 
	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション①	

自己紹介を行いゼミ長選出	

シラバスについて理解する	

演習のねらい、目標、進め方、評価などの確認を行う	

予習：年間のスケジュール
を確認する	
復習：役割の把握	
卒論テーマを考える	

2	 オリエンテーション②	
論文とは何か、論文執筆に取り組む意義を学ぶ	

卒論テーマをおおまかに考え方向性を発表する	

予習：論文執筆に取り組む
意義を文章にまとめる	
復習：卒論テーマを考える		

3	 研究テーマを決める	
レジュメの作成方法を学ぶ。	

配布された文献を読み、ディスカッションを行う	

予習：文献を読み、レジュ
メを作成し、自分の考えを
まとめる	
復習：ディスカッション内
容をまとめる	

4	 図書館オリエンテーション	図書館やデータベースの活用方法を学ぶ	

予習：文献検索について調
べる	
復習：テーマを基に、先行
研究を検索する	

5	 文献検索①	 研究テーマに沿った文献検索を図書室にて行う	

予習：先行研究のワードを
考えておく	
復習：テーマを基に、先行
研究を検索する	

6	 文献検索②	 研究テーマに沿った文献検索を図書室にて行う	

予習：先行研究のワードを
考え検索する	
復習：テーマを基に、先行
研究を検索する	

7	 文献講読①	 文献リストを発表し、その妥当性を議論し検証する	

予習：テーマに関する概略
的な知識を得る	
復習：テーマを基に、先行
研究を検索し整理する	

8	 文献検索②	
レジュメによる文献の内容と自分の考えを発表し、ディ

スカッションを行う	

予習：文献を読み、レジュ
メ作成し、自分の考えをま
とめる	
復習：ディスカッション内
容をまとめる	

9	 文献購読③	

レジュメによる文献の内容と自分の考えをプレゼンテ

ーションしりょうとして作成し、ディスカッションを

行う	

予習：論文と、作文やレポ
ートとの違いをまとめる	
復習：ディスカッション内
容をまとめる	

10	 文献購読④	
文献購読を振り返り、関心のある領域を整理する	

社会福祉士国家試験勉強をする	

予習：文献検索を整理する	
復習：国家試験勉強を行う	

11	 レポート作成準備①	
卒業研究のテーマ設定を見据えながら、レポートのテー

マ、構成について考える	

予習：レポートの内容・構
成を考えておく	
復習：国家試験勉強を行う	

12	 レポート作成準備②	
卒業研究のテーマ設定を見据えながら、レポートのテー

マ、構成について、全員が発表し、討議を行う。	

予習：レポートの内容・構
成を考え発表準備をする	
復習：ディスカッション内
容をまとめる	

13	 福祉施設の事前学習	
実習施設の問題について、問題の背景と研究テーマを発

表し、ディスカッションを行う	

予習：研究テーマ、背景を
明確にする	
復習：ディスカッション内
容をまとめる	

14	 就職対策	 キャリアセンターより講話、履歴書指導	
予習：履歴書作成	
復習：履歴書作成を完成	

15	 省察・まとめ	

レポートの内容発表とディスカッションを行う	

前期を振り返り、後期ゼミに向けてディスカッションを

行う	

復習：後期に向け、卒業研
究のテーマを再確認する	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A(DA301) 担当教員	 浦	 秀美	

展開方法	 演習	 単位数	 1単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

本演習は専門演習 B（3 年次後期開講）・卒業研究（4 年次開講）に続いていく科目である。演習を通

して自分自身で考える力・自分自身で考えをまとめる力を獲得することを目的としたい。	

授業のねらいは、主に介護福祉分野における福祉の問題や課題を中心に、文献を読み込み、まとめる

ことで卒業論文を執筆する際のテーマを絞り込んでいく。また、論文の書き方についても学ぶ。さらに、

社会福祉士や介護福祉士の国家試験についての取り組みの一歩を踏み出したい。	

本演習を受講することで、本学のディプロマポリシーでも示されている、他の人の意見を傾聴すると

ともに自分の考えを明確にした上で、静かに意見を交換し、相互理解を図ることができるようになるこ

ともねらいとしたい。	

⑤	

	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 	 	 	

情報収集、	

分析力	

� 関心ある福祉の問題について、図書館やデータベースを使用できる	
� インターネットを活用して情報収集ができる	
� 論文とは何かを説明できる	
� 論文を執筆する意義を説明できる	

レジュメ作成	

授業での発表	

10％	

10％	

コミュニケーシ

ョン力	

� 自分自身の関心のある福祉の問題について、これまでの経緯や動向
について述べることができる	

� 他の学生が関心ある福祉の問題も関心を持って聴き、質問したり自
分の意見を述べることができる	

議論参加	

レポート	

30％	

20％	

協働・課題解決

力	

� 他の学生が関心ある福祉の問題にも関心を持ち、議論に参加できる	
� 社会福祉士や介護福祉士の国家試験の概要について他の学生と協
働し理解し合うことができる	

議論参加	

レポート	

15％	

15％	

多様性理解力	 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

� 授業での発表：レジュメに沿って、聞き手にも分かりやすい表現や内容であるか、適宜確認しながらフィードバ
ックも行う（10％）	

� レジュメ：授業発表時に使用するレジュメについて指示された文字数、体裁を守って作成できたか（10％）	
� 議論参加：授業での議論に参加しているか（発表を聴き、発表者の主張を理解できているか、主張への意見を表
出できるか）、適宜確認しながらフィードバックも行う（45％）	

� レポート：授業内容や教科書の内容を理解し、自分の言葉で説明できているか（35％）	

授	 業	 の	 概	 要	

前半は、いくつかの書籍や論文を読みながら、研究とは何か、論文とは何かについて学ぶ。そして、発表を通し自

分自身が興味ある分野を明らかにしていく。	

後半は、自分自身が興味ある分野で最近どのような研究が行われているか、取り組みが行われているかを調べ、発

表する。また、卒業論文作成に向けて資料集めや国家試験学修に着手する。	

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：石黒圭（2012）『この 1冊できちんと書ける！論文・レポートの基本』日本実業出版社	

参考書：なし	

指定図書：ミルトン・メイヤロフ（1987）『ケアの本質』ゆみる出版	

授業外における学修及び学生に期待すること	

この演習では、卒業論文が執筆するための基本的なルールや流れについて解説・助言を行っていく。また、自分自

身の興味ある分野を明確にするために自発的に取り組んでもらうことになる。そのため、受講学生自身でレジュメや

レポート、それに基づく発表などが本演習の題材となる。発表するものがないと他者に迷惑をかけることになるため、

課題の提出期限を厳守し、真摯に取り組んでくれることを期待する。また、他者との関わりを重視するため、他者と

協働して物事に取り組み課題に取り組むことも期待する。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション１ 
自己紹介、演習のねらい、目標、進め方、評価などの確

認を行う 

（予習）自分自身の年間スケ

ジュールを計画する 

（復習）年間スケジュールを

把握する 

2	 オリエンテーション２ 

年間スケジュール（前期）を発表し、把握し合う 

論文とは何か、論文執筆に取り組む意義を学ぶ 

文献購読に向けた役割を割り振る 

（復習）発表を受け、自分自

身の年間スケジュールの修

正を行う 

3	 文献購読１ 
レジュメの作成方法を学ぶ。文献を読み、レジュメを作成

する 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる 

4	 文献購読２ 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる 

5	 文献購読３ 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる 

6	 文献購読４ 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

次回の文献を読み、レジュメ

作成（発表者）、自分の考え

をまとめる 

7	 文献購読 5 
レジュメによる文献の内容と自分の考えの発表、ディスカ

ッションを行う 

（レポート）論文と、作文や

レポートとの違いを文章

にまとめる 

8	 文献購読の振り返り 文献購読を振り返り、関心のある領域を整理する 

関心のある領域のキーワー

ドを 5～7 つに整理する 

第 2 章を読む 

9	 国家試験概要の理解 
社会福祉士や介護福祉士の国家試験の概要について

理解し、整理する 

（予習）社会福祉振興・試験

センターの HP を閲覧し、

SW・CW の概要を整理する 

10	 情報収集への準備 
論文作成における情報収集の方法について学び、収集

に着手する 

文献を読み、テーマに関す

る概略的な知識を得る 

11	 これまでの知識の確認 

キーワードをこれまでに学んできた福祉の知識と関連付

ける。論文作成、実習を前に、これまでに学んだ知識を

概観する 

キーワードと知識を関連付

けて整理し、テーマについ

て、発表準備をする 

12	 情報収集の実際① 
各自が関心ある福祉の問題について、問題の背景と研

究テーマを発表し、ディスカッションを行う 
研究テーマを明確にする 

13	 情報収集の実際② 
各自が関心ある福祉の問題について、問題の背景と研

究テーマを発表し、ディスカッションを行う 
研究テーマを明確にする 

14	 情報収集の実際③ 
各自が関心ある問題から論文執筆に向けた絞り込みを行

う 

さらに読むべき文献を整理

する 

15	 まとめ 前期の到達地点と、後期までにすべきことを確認する 
今後のスケジュールを確認

する 

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A(DA301) 担当教員	 金澤	 由佳	

展開方法	 演習	 単位数	 1 単位	 開講年次・時期	 3 年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティ

ブ・ラーニ

ングの	類	

型	

	 現在、社会福祉が担う分野は司法も含まれており、深い専門的知識と技能が求められる。本演

習は、「司法福祉」をテーマとして扱い、課題およびその解決策を自分で考えることができるよ

うにすることを目標としている。目標達成のためには、司法福祉の関する知識をしつかり定着さ

せる必要がある。そして、文献の講読・演習を通じて、今後の発表、卒業論文作成に必要なスキ

ルを身に付ける。	

	

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑩			

ホスピタリテ

ィを構成する

能力	

学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	評価比率	

専門力	
司法福祉について理解し、問題点について説明および議論す

ることができる。	

議論	

発表内容・資料	
	 	 5％	

情報収集、	

分析力	

文献検索を行い、司法福祉に関する課題について考えること

ができる。	

議論	

発表内容・資料	

	 	 5％	

5％	

コミュニケー

ション力	

課題に関する自分の考えを発表し議論することができる。	

文章で適切に表現することができる。	

議論	

レポート	

	 	 20％	

30％	

協働・課題解

決力	
メンバーと協働してその解決策を模索することができる。	

議論	

発表内容・資料	

	 	 10％	 	

20％	

多様性理解力	
社会福祉士、精神保健福祉士に必要な問題点について議論す

ることができる。	

議論	

発表内容・資料	
	 	 5％	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

出席を前提とする。授業への積極的な参加態度（議論）および作成した発表内容・資料(70％)やレポート

（30％）（作成方法を身につけているか、必要とされる知識がついているか、自分の考えをしっかり表現で

きているか等）で評価する。発表、卒業研究中間報告）については随時コメントしてフィードバックを行

う。  

授	 業	 の	 概	 要	

本演習のテーマに即した文献や資料（司法福祉に関するもの）を講読し「司法福祉」の知識をつける。同

時に資料およびレポートの作成方法、議論の仕方、発表（プレゼンテーション）の仕方、文献・資料の検

索方法などについても学ぶ。	

担当者に発表してもらい、そのテーマについてみんなで議論をする流れである。発表者は質問に答えられ

るように学習（準備）しておかなければならない。	

この授業の標準的な 1 コマあたりの授業外学修時間は、45 分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：とくに指定なし。	

参考書：「福祉系学生のためのレポート&卒論の書き方」（2005）川村	匡由,	川村	岳人	 中央法規	

指定図書：『犯罪白書』や新聞等。適宜紹介する。	

授業外における学修及び学生に期待すること	

本演習では「司法福祉」をテーマに課題や課題に対するアプローチを考える。（とりわけ）精神障害者

による犯罪について、自分で調べ、考える抜くことができる人を大歓迎する。また、みんなで議論をする

ことにも楽しんでほしい。まずは「考えること」、そして「考えたことを表現する力」をつけることを意

識して取り組むことを期待する。本演習で行うことが卒業研究につながるということを自覚して真剣に受

講してほしい。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	
自己紹介、今後の予定、演習の運営方法などの確

認	

予習：とくになし	

復習：現時点での自分の論

文のテーマを決める	

2	 司法福祉について①	

「司法福祉」の基本的な事柄について、担当教員

が提示した内容に即して議論しながら知識をつ

け、卒業研究のテーマを探す。	

予習：指定資料の購読	

復習：知識の定着	

3	 司法福祉について②	

「司法福祉」の基本的な事柄について、担当教員

が提示した内容に即して議論しながら知識をつ

け、卒業研究のテーマを探す。	

予習：指定資料の購読	

復習：知識の定着	

4	 司法福祉について③	

「司法福祉」の基本的な事柄について、担当教員

が提示した内容に即して議論しながら知識をつ

け、卒業研究のテーマを探す。	

予習：指定資料の購読	

復習：知識の定着	

5	
資料作成、発表方法につ

いて	

資料作成、発表について学ぶ	

発表の担当を決める等、今後の予定を決める	

それぞれの卒業論文のテーマについて、資料作成

し発表する	

予習：自分のテーマを再確

認する	 		

復習：自分のテーマを再確

認する	 		

6	 発表①	

担当者による資料作成・報告、および全体で議論

する	

予習：発表の下調べ	

復習：発表者レポート作成

（2000 字）、知識の定着	

7	 発表②	

担当者による資料作成・報告、および全体で議論

する	

予習：発表の下調べ	

復習：発表者レポート作成

（2000 字）、知識の定着	

8	 発表③	

担当者による資料作成・報告、および全体で議論

する	

予習：発表の下調べ	

復習：発表者レポート作成

（2000 字）、知識の定着	

9	 発表④	
担当者による資料作成・報告、および全体で議論

する	

予習：発表の下調べ	

復習：発表者レポート作成

（2000 字）、知識の定着	

10	 発表⑤	
担当者による資料作成・報告、および全体で議論

する	

予習：発表の下調べ	

復習：発表者レポート作成

（2000 字）、知識の定着	

11	 発表⑥	
担当者による資料作成・報告、および全体で議論

する	

予習：発表の下調べ	

復習：発表者レポート作成

（2000 字）、知識の定着	

12	 論文執筆①	

それぞれ自分の発表を踏まえて論文のテーマを

再度考え、目次（流れ）を考える	

教員よりレポート返却。その訂正をする。	

予習：論文のテーマを決め

る	

復習：レポートの訂正	

13	

論文執筆について②	 論文執筆の基礎を学ぶ	

	

予習：論文とレポートの違

いを考える	

復習：論文執筆	

14	
論文執筆について③	 論文執筆の基礎を学ぶ	 予習：論文執筆	

復習：論文執筆	

15	

	

まとめ	

出来ているところまで論文を発表をする	

前期のまとめを行い、後期の目標や抱負について

発表する、意見交換する	

予習：論文執筆	

復習：発表の振り返り	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A (DA301) 担当教員	 種橋	 征子	

展開方法	 演習	 単位数	 1単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 選択	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

	 本科目は、卒業研究に向け、論文の読み方、書き方、口頭発表の仕方を学び、自分たちの関心をもって

いる課題（例：高齢者福祉、介護福祉、施設経営に関する制度・政策、社会問題等）について問題提起を

行い、受講生同士で対応策や今後の課題についディスカッションする。これらのことを通して、支援を必

要とする人々の思いや痛み、社会においてどういった問題が起こっているのか考察できるようにする。	

①⑤⑥➉⑫	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	
自分たちの関心のある課題について、自分の考えを含めて問題提起

を行い、対応策について考察することができる。	

発表・ディスカ

ッション・レポ

ート	

	 	 20％	

情報収集、	

分析力	

資料、情報を収集し、社会において支援を必要とする人たちに関わ

る課題についてその要因、対応策について考察することができる。	

資料収集・発

表・ディスカッ

ション・	

	 	 20％	

コミュニケーシ

ョン力	
受講生同士わからないことや自分の考えを伝えることができる。	

発表・ディスカ

ッション	
	 	 25％	

協働・課題解決

力	

提起された課題に対して受講生で協力して資料収集や対応策につい

て検討することが出来る。	

資料収集・ディ

スカッション	
25％	

多様性理解力	
様々な生活課題を抱える支援の必要な人たちの思いや悩み、生活課

題の構造を理解できる。	

ディスカッショ

ン・レポート	
	 	 10％	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

	 本演習では、授業の参加度、プレゼンテーションやディスカッションの態度や内容、授業内に記述する期末レポー

トを評価の対象とする。また、発表のフィードバックを授業内で行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

本演習は基本的に「高齢者福祉」「介護福祉」「施設経営論」「社会福祉の歴史」等をテーマとして想定しているが、他

の領域の課題でも構わない。課題の背景や現状を調べたり、社会問題についてディスカッションすることによって、他

者と協力し課題解決する力や自分の意見を述べる力を高める。さらに、関心領域における問題意識を涵養することを目

的としている。この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：白井利明・高橋一郎（2013）『よくわかる卒論の書き方	 第 2版』ミネルヴァ書房	

参考書：木下是雄（1994）『レポートの組み立て方』（ちくま学芸文庫）筑摩書房	

指定図書：田中共子編（2009）『よくわかる学びの技法	 第 2版』ミネルヴァ書房	

授業外における学修及び学生に期待すること	

本演習では自分たちの関心のあるテーマに関する文献の講読、プレゼンテーションや課題に対するディスカッション

を通して、4年次の卒業論文作成にむけて、問題意識を涵養し、自分の考えをまとめ、報告する技術を身につけてもら

いたい。また、受講生同士、積極的に意見交換をして互いに励まし合いながら論文作成に向かってほしい。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	
自己紹介、今後の予定、本演習の進め方について説明

する	

予習：特になし	

復習：授業で伝えたことを

確認する	

2	 文献を読む①	
自分の関心のあるテーマに関する書籍を１冊選ぶ	

口頭発表・レジュメの作成の仕方を学ぶ	

予習：口頭発表・レジュメ

作成の資料を読む	

復習：紹介する本を読む		

3	 文献を読む②	
自分の関心のあるテーマに関する書籍の内容紹介の

準備を行う	

予習：紹介する本を読む	

復習：発表資料を確認	

4	 文献紹介①	
自分の関心のあるテーマに関する書籍のプレゼンテ

ーション	

予習：紹介する本を読む	

復習：発表資料を確認	

5	 文献紹介②	
自分の関心のあるテーマに関する書籍のプレゼンテ

ーション	

予習：紹介する本を読む	

復習：発表資料を確認	

6	 卒業論文とは何か	
テキストの第１章「卒論とは何か」を読み、卒業論文

とは何か理解し、今後のスケジュールを作成する	

予習：第１章を読んでくる	

復習：今後のスケジュール

を完成させる		

7	 論文を読む	 提示された論文を読み、論文の書き方を理解する。	

予習：第３章と論文を読ん

でくる	

復習：論文の書き方をまと

める	

8	 論文の書き方	
テキストの第３章「論文の書き方」を読み、論文と照

らし合わせながら、論文の決まりについて理解する	

予習：第３章を読んでくる

復習：論文の決まりについ

てまとめる	

9	 文献の集め方①	
テキストの第５章「文献の集め方」を読み、文献の集

め方、引用文献、参考文献の書き方を理解する	

予習：第３章を読んでくる

復習：論文の決まりについ

てまとめる	

10	 文献の集め方②	 図書館の使い方、文献検索ソフトの使い方を理解する	

予習：第３章を読んでくる	

復習：文献検索のし方を確

認する	

11	 研究の進め方①	
テキストの第６章「研究の進め方」を読み、研究テー

マを考える	

予習：第６章を読んでくる	

復習：研究テーマを考えま

とめる	

12	 研究の進め方②	
テキストの第６章「研究の進め方」を読み、研究テー

マを考える	

予習：第６章を読んでくる	

復習：研究テーマを考えま

とめる	

13	 研究の方法①	
テキスト第８章「研究の方法」を読み、質的調査の方

法について理解する	

予習：第８章を読んでくる

復習：質的調査の方法をま

とめる	

14	 研究の方法②	
テキスト第８章「研究の方法」を読み、量的調査の方

法について理解する	

予習：第８章を読んでくる

復習：量的調査の方法をま

とめる	

15	 前期授業内容の振り返り	
前期で学んだことを振り返り、自身の研究の進め方を

レポートにまとめる	

予習：前期で学んだことを

確認する	

復習：レポートを踏まえ今

後の研究計画を考える	

	

	

	

	
	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A（DA301） 担当教員	 ヴィラーグ	 ヴィクトル	

展開方法	 演習	 単位数	 1単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

本演習では、次年度の卒業研究に向けて、社会福祉研究及び論文執筆に必要な力量の向上を目指す。そ

のために必要な思考力・判断力・表現力を、参加型学習を通じて身につけていく。	

	 前期は、研究テーマの詳細な設定方法、研究の全体像及び既に蓄積されている知見の活用に対する理解

を深める。その中で、研究テーマの選定、各種計画の立て方などの基礎知識を得る。なお、本学期中に研

究計画及び先行研究の読書計画まで具体的に進める。	

①④⑤⑥⑪⑫	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 	 	 	 	 	

情報収集、	

分析力	
調査研究の方法論について調べ、伝えることができる。	 文献発表	 	 	 	 30％	

コミュニケーシ

ョン力	
問題関心に沿って、取り組みたい研究について書面で表現できる。	 研究計画	 	 	 	 40％	

協働・課題解決

力	
定期的な状況報告会とディスカッションに参加できる。	 グループワーク	 	 	 	 30％	

多様性理解力	 	 	 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

	 研究計画（40％）では、前期の成果物としての完成度を問う。文献発表（30％）では、教科書輪読における分担箇

所について適切にまとめられるかを評価する（一回以上）。グループワーク（30％）では、進捗状況の発表の完成度と

ディスカッション等への参加態度と貢献度を確認する。必要に応じて、ポートフォリオ上と授業内でフィードバック

を行う。	

授	 業	 の	 概	 要	

オリエンテーションと問題関心の共有を経て、社会福祉研究の概要、研究テーマの選び方、研究計画の立て方、文献

の集め方、文献レビューの進め方を取り上げる。それぞれに関する輪読発表を踏まえ、学んだことに当てはめて実際に

各自の研究プロセスを進め、進捗状況を共有するために報告会を頻繁に実施する。	

なお、各回のスケジュール等は 6人を想定しており、最終的な履修人数等に左右される。	

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分である。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：久田則夫編（2003）『社会福祉の研究入門』	中央法規．	

参考書：平山尚・ほか編（2003）『ソーシャルワーカーのための社会福祉調査法』	ミネルヴァ．	

指定図書：岩田正美・ほか編（2006）『社会福祉研究法』	有斐閣．	

授業外における学修及び学生に期待すること	

	 担当教員の専門分野に関連する研究テーマに関心のある学生を歓迎するが、本演習は各自の課題認識に沿って進め

る。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	 自己紹介、シラバスの説明、学期中の期待の共有	

予習：シラバスを熟読し、演

習への期待をまとめる。	

復習：学期中の目標を述べる。	

2	 問題関心の共有	
各自の研究テーマ希望とその動機付けについて

発表及びディスカッション	

予習：研究テーマについてま

とめる。	

復習：研究テーマの修正を行

う。	

3	 社会福祉研究の概要	
社会福祉学における研究の概要について発表及

びディスカッション	

予習：教科書 1-16 頁	

復習：学んだ内容を自分の研

究テーマに照らし合わせる。	

4	 研究テーマの選び方	
研究テーマの選定方法について発表及びディス

カッション	

予習：教科書 33-48 頁	

復習：学んだ内容を踏まえて

研究テーマを再確認する。	

5	 研究テーマの共有	
各自の研究テーマについて発表及びディスカッ

ション	

予習：研究テーマを確定する。	

復習：研究テーマの最終修正

を行う。	

6	 研究計画の立て方①	
研究計画の概要と研究の種類について発表及び

ディスカッション	

予習：教科書 49-55 頁	

復習：学んだ内容を自分の研

究テーマに照らし合わせる。	

7	 研究計画の立て方②	
研究方法とデータ収集法の種類について発表及

びディスカッション	

予習：教科書 56-65 頁	

復習：取り組みたい手法を選

ぶ。	

8	 研究計画の作成①	 研究計画の合同指導	

予習：研究計画の執筆を進め

る。	

復習：研究計画の修正を行う。	

9	 研究計画の作成②	 研究計画の合同指導	

予習：研究計画の執筆を進め

る。	

復習：研究計画の修正を行う。	

10	 研究計画の共有①	
各自の研究計画について発表及びディスカッシ

ョン	

予習：研究計画の執筆を完成

させる。	

復習：研究計画の再修正を行

う。	

11	 研究計画の共有②	
各自の研究計画について発表及びディスカッシ

ョン	

予習：研究計画の執筆を完成

させる。	

復習：研究計画の再修正を行

う。	

12	 文献の集め方	 文献収集の方法について実技講習	

予習：研究のキーワードを考

える。	

復習：研究のキーワードを検

索する。	

13	 読書計画の共有	
各自の読書計画について発表及びディスカッシ

ョン	

予習：後期までの読書計画を

作る。	

復習：読書計画の修正を行う。	

14	 文献レビューの進め方	
文献レビューの方法について発表及びディスカ

ッション	

予習：教科書 67-74 頁	

復習：文献レビュー・シート

を作成する。	

15	 まとめ	 受講生自身による前期の振り返りとまとめ	
予習：前期を振り返る。	

復習：前期を復習する。	

	



授業科目(ナンバリング)	 専門演習 A(DA301) 担当教員	 野田	 健	

展開方法	 	 演習	 単位数	 	 1 単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	 必修	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

この授業は、社会福祉学的視点から「ホスピタリティとは何か」という問いを持つことからはじまり、地

域社会に貢献しうる自己を確立するため、「相談援助論」「福祉哲学」を学修の柱に据え、福祉マインドの

醸成を図ることをねらいとする。授業の方法については、本学のディプロマ・ポリシーにある「人間尊重」

を基本理念に、自己研鑽を継続的に行う能力（ホスピタリティを構成する能力）を高めるため、各人の興

味・関心のある社会問題を中心に、文献検索・読書・資料作成・発表・ディスカッションを行っていく。

なお、「専門演習」はＡ・Ｂと通年科目であり、かつ「卒業研究」につながっていくものである。	

⑥⑫	

ホスピタリティ

を構成する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	 	 	 	 	 	 	

情報収集、	

分析力	

与えられた課題に対し、適切な方法にて情報収集を行うとともに、

情報を十分に分析し、自分の考えを論理的にまとめることができる。	

課題の達成度	

発表・ディスカッ

ション	

10％	

10％	

	

コミュニケーシ

ョン力	

自分の意見、他者の意見を適切に交換させていきながら、互いに成

長し合う関係を築くことができる。	

課題の達成度	

発表・ディスカッ

ション	

25％	

25％	

	

協働・課題解決

力	

与えられた課題に対し、メンバーと協働して適切な解決策を導き出

すことができる。	

課題の達成度	

発表・ディスカッ

ション	

15％	

15％	

	

多様性理解力	 	 	 	 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明	

課題の達成度（50％）：レポート課題（Word：おおよそ A4で 1～2枚程度：7回）にて評価を行う。	

発表・ディスカッション（50％）：発表・ディスカッション（5回）での発言内容・参加姿勢・貢献度を評価する。	

フィードバック：課題、研究中間報告に関するフィードバックは、授業中もしくはポートフォリオを活用し評価・解説

する方法を用いる。	

授	 業	 の	 概	 要	

この授業のねらいは、「相談援助論」と「福祉哲学」をベースに、福祉マインドを醸成していくことにある。そのた

め、学修者個々人が興味・関心を抱く社会問題について、情報を集め、分析し、発表やディスカッションを行いながら、

互いに知見を広げて成長していけるような授業を展開していく。	

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：山田剛史、林創（2011）『大学生のためのリサーチリテラシー入門―研究のための 8つの力』ミネルヴァ書房	

参考書：高根正昭（2003）『創造の方法学』講談社	 （論理的思考の習得のために活用）	

指定図書：厚生労働省編『厚生労働白書』日経印刷株式会社	等の政府刊行物	 ※	発行年問わず	

授業外における学修及び学生に期待すること	

「専門演習」はＡ・Ｂと通年科目であり、かつ「卒業研究」につながっていくものであることから、先のことを見据

え、遠慮や謙遜をせず、お互いに自由で活発な時間が過ごせるよう、「意欲」と「協調」をもって参加されることを期

待する。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 オリエンテーション	

講義計画の概要の紹介、学習方法（レポートの作成の

仕方、報告やディスカッションの仕方）に関する説明

を行う。その他、ルーブリック評価を実施する。	

復習：レポートの書き方の

復習（ノート整理）。	

2	
『大学生のためのリサーチ

リテラシー入門』読解①	

ホスピタリティと教科書の第 0 章「本書の 3 つのキ

ーワードと学士力」の内容について説明を行い、第 1

章から第 8章までの熟読、レポート作成に入る。	

予習：ホスピタリティに関

するレポート作成。	

復習：教科書の熟読	

3	
『大学生のためのリサーチ

リテラシー入門』読解②	

前回授業に引き続き、教科書の熟読、レポート作成を

行う。その他、個別面談を行う。《ポートフォリオに

よる課題提出①》	

予習：教科書の熟読、レポ

ート作成、発表準備。	

復習：予習と同じ。	

4	
『大学生のためのリサーチ

リテラシー入門』読解③	

第 1章、第 2章、第 3章、第 4章のレポート発表、デ

ィスカッションを行う。《発表・ディスカッション①》	

復習：本日の学修に関する

レポート作成。	

5	
『大学生のためのリサーチ

リテラシー入門』読解④	

第 5章、第 6章、第 7章、第 8章のレポート発表、デ

ィスカッションを行う。《発表・ディスカッション②》	

復習：本日の学修に関する

レポート作成。	

6	
「100 冊読書」①-1	

2 冊を熟読・レポート作成	

「自分の関心事」をテーマにして、そのことに関する

知見を拡げるため、各々が 1 冊の本（厚生労働白書

等）を選定し、熟読する。	

予習：「自分の関心事」に関

するレポート作成。	

復習：選択図書熟読。	

7	
「100 冊読書」①-2	

2 冊を熟読・レポート作成	

前回の授業に引き続き、本をさらに 1冊選定して熟読

し、その本から学び得たことをレポートにまとめる。

《ポートフォリオによる課題提出②》	

予習：選択図書熟読、レポ

ート作成。発表準備。	

復習：予習と同じ。	

8	
「100 冊読書」①-3	

2 冊の本を紹介	

各々がまとめてきたレポートの発表（5 分程度）を行

い、その後ディスカッションを行う。《発表・ディスカ

ッション③》	

予習：発表準備。	

復習：発表の振り返りレポ

ートの作成。	

9	
「100 冊読書」②-1	

2 冊を熟読・レポート作成	

「自分の関心事」をテーマにして、そのことに関する

知見を拡げるため、各々が 1 冊の本（厚生労働白書

等）を選定し、熟読する。	

予習：「自分の関心事」に関

するレポート作成。	

復習：選択図書熟読。	

10	
「100 冊読書」②-2	

2 冊を熟読・レポート作成	

前回の授業に引き続き、本をさらに 1冊選定して熟読

し、その本から学び得たことをレポートにまとめる。

《ポートフォリオによる課題提出③》	

予習：選択図書熟読、レポ

ート作成。発表準備。	

復習：予習と同じ。	

11	
「100 冊読書」②-3	

2 冊の本を紹介	

各々がまとめてきたレポートの発表（5 分程度）を行

い、その後ディスカッションを行う。《発表・ディスカ

ッション④》	

予習：発表準備。	

復習：発表の振り返りレポ

ートの作成。	

12	
「100 冊読書」③-1	

2 冊を熟読・レポート作成	

「自分の関心事」をテーマにして、そのことに関する

知見を拡げるため、各々が 1 冊の本（厚生労働白書

等）を選定し、熟読する。	

予習：「自分の関心事」に関

するレポート作成。	

復習：選択図書熟読。	

13	
「100 冊読書」③-2	

2 冊を熟読・レポート作成	

前回の授業に引き続き、本をさらに 1冊選定して熟読

し、その本から学び得たことをレポートにまとめる。

《ポートフォリオによる課題提出④》	

予習：選択図書熟読、レポ

ート作成。発表準備。	

復習：予習と同じ。	

14	
「100 冊読書」③-3	

2 冊の本を紹介	

各々がまとめてきたレポートの発表（5 分程度）を行

い、その後ディスカッションを行う。《発表・ディスカ

ッション⑤》	

予習：発表準備。	

復習：発表の振り返りレポ

ートの作成。	

15	
卒業研究中間報告会への参加	

全体の振り返り	

卒業研究中間報告会に参加した後、これまでまとめて

きたレポートを振り返り、「自分の関心事」とその知

見を整理する。《ポートフォリオによる課題提出⑤》	

復習：これまでのレポート

の整理。	
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